
様式２ 

事業実施計画書 

 

事業名 子育て世代の居場所づくり事業 事業費 
△△△円 

（うち、検討プロセス経費○○○円） 

解決したい 

地域課題 

課題として感じていること、気になっていること、違和感等を記載してください。 

地域のつながりの希薄化等により、孤独な状態で妊娠・出産・子育てをされている

ママさんが増加している。昔のように、子どもを地域全体で見守り育てるという感覚

も希薄化している。 

取り組もうと 

思った背景 

なぜ、今この地域課題に取り組もうと考えたのか。また、これまで主体的に地域活動に関わってこなかった

場合、その理由や背景も含めて記載してください。 

自身が子育てをする中で、地域に知り合いが少なく、ちょっとした不安や悩みを相

談できる相手がいないと感じる場面が多くあり、同じような思いを抱えている保護者

が周囲にもいるのではないかと感じる一方で、何から始めればよいのか分からず、行

動に移せずにいた。 

本事業を通じて、まずは地域の実情を学び、話を聞きながら、小さく取り組んでみ

ることで、子育て中の保護者が安心してつながれる場づくりの可能性を探りたいと考

えた。 

本事業を通じて

達成したいこと 

活動内容だけでなく、参加者や自分自身の変化も含めて記載してください。 

本事業を通じて、地域の子育て中の保護者が抱える困りごとを把握し、当事者の声

を聞きながら、どのような支援やつながりが求められているのかを整理することで、

子育ての悩みなどを気軽に相談できる環境づくりを行う。 

あわせて、参加者自身が地域課題について学び、対話を重ね、試行錯誤する経験を

通じて、今後も主体的に地域活動に関わっていくための基礎的な力を身に付けること

を目標とする。 

事業の内容 

取組概要 

子育て中の方をターゲットに気軽に集まれる子育て交流会イベントを開催し、孤独

を抱える子育て世代の悩みを打ち明けたり、子育てに関する情報の共有を目的とした

ネットワークづくりができる空間を作る。 

実施エリア 

○○市や○○市で実施予定。 

当事業の特徴・既存事業との違い（※すでに活動している団体のみ記載ください） 

 



事業を行う上での

課題・困難 

該当する課題に☑を入れてください。（複数回答可） 

 協力してくれる仲間がいない  地域活動を行う知識がない 

 資金がない         ☐ 事業計画の立て方が分からない 

☐ 相談先がわからない      

☐ その他 

［                                    ］ 

事業の実施 

スケジュール 

９月 新規構成員の募集 

10月 交流会イベント開催にむけた課題抽出・企画立案・勉強会 

11月 広報開始・開催に向けた準備 

12月 交流会イベント開催 

１月 振り返り 

想定する女性の 

新規構成員 

獲得手法 

【女性の新規構成員に関する数値目標：５名】 

自身のコミュニティ、地域の保育園や子育て支援施設、SNSを通じた周知を通じて、課

題に興味のある女性を募る。 

新規構成員の 

事業への関わり

方 

新規構成員が、どのように主体的に関わり、どのような経験・学びを得ることを想定しているかを記載して

ください。 

新規構成員は、事業の検討段階から参加し、意見交換や勉強会、企画検討に主体的に

関わる。交流会イベントでは、運営の役割を分担し実践を経験する。事業終了後は、

振り返りを行い、今後の活動について自ら考え、継続的な関わりにつなげる。 

地
域
活
動
推
進
塾
の
内
容 

第１回 

各回は、イベント実施に限らず、企画検討、学習、意見交換、振り返り等を含めて記載してください。 

【検討プロセス・学びの内容】欄には、本事業期間中に、どのような学び・検討・対話・振り返りを行う予

定なのか、各回で重視するポイントを記載してください。 

【開催予定日…10月中旬】 

【内容】 

ミーティング 

 

【検討プロセス・学びの内容】 

構成員それぞれの子育て経験や、地域で感じている困りごとを共有するとともに、既

存の子育て支援施策や地域の取組について情報収集を行う。 

第２回 

【開催予定日…11月中旬】 

【内容】 

勉強会・ミーティング 

 

【検討プロセス・学びの内容】 

地域で活動しているNPO法人に「イベント開催の手法」について講義を受ける。 

実際に子育て中の保護者への聞き取りやアンケート結果をもとに、当初想定していた

課題認識が適切であるかを検討する。話し合いの中で見えてきた新たな課題や視点を

踏まえ、取組の方向性を整理する。 

イベント開催に向けた役割分担や広報について決める。 



第３回 

【開催予定日…12月中旬】 

【内容】 

交流会イベント 

 

【検討プロセス・学びの内容】 

それぞれ役割分担を行い、イベントを実施する。 

実施後は、うまくいった点・課題点について振り返りを行い、改善点を整理する。 

第４回 

（第５回以上

開催する場合

は適宜追加） 

【開催予定日…１月下旬】 

【内容】 

ミーティング 

 

【検討プロセス・学びの内容】 

これまでの学びや試行を踏まえ、今後どのような形で活動を継続していくかについて

検討するとともに、構成員が主体的に関われる役割分担や運営体制について話し合う。 

事業を通じて想

定される変化・

成長 

本事業を通じて、代表者自身や新規構成員にどのような変化や成長が生まれると考えているか記載くださ

い。 

本事業を通じて、参加者が地域課題を自分事として捉え、周囲と対話しながら考え、

行動する姿勢が身に付くことを想定している。また、未経験であっても小さな試行を

重ねることで自信を高め、事業終了後も主体的に地域活動へ関わろうとする意識の変

化が生まれると考えている。 

令和９年度以降

の活動計画 

令和８年度に取り組んだ学びや試行を踏まえ、無理のない規模で活動を継続する。構

成員が主体的に関われる体制づくりを進めながら、地域のニーズに応じた取組を検討

・実施する。また、他団体や関係者との連携も模索し、活動の幅を徐々に広げていく

ことを目指す。 

令和９年度以降

の数値目標 

令和９年度 令和10年度 令和11年度 

構成員数：７名 構成員数：１０名 構成員数：１２名 

 

※１ 事業内容が確認できる資料（既存の事業計画、写真、図面等）があれば添付してください。 

※２ 各記入欄の幅は適宜、変更してください。 


